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　今定例会では、18人の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。
質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方式（一括
と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし４ページから５ページに掲載しました。一般質問
の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、11月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図書館
でご覧いただくか、福生市ホームページからご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

小中学校の通学路の現状と今後の安全性について
町田 成司 議員

　質問　第二小学校区域の通学路は、
道路の幅が狭く危険だと思うが、平
成24年度の通学路安全点検で改善要
望の状況と今後の対策は。
　都市建設部長　第二小学校区域は、
道幅が狭くてもスピードを出す車両
が多く、十分な安全対策が必要だ。
二小区域の改善要望は、23カ所で全
体の34％を占めており今後、旧基準
のガードレールをガードパイプに換

えるなど対策を計画的に進めていく。

▲安全対策の要望が多い二小通り

片倉跡地内の荒れた熊川分水の保全整備は
杉山 行男 議員

　質問　２年前、東京都に維持管理
を要望すると答弁があった。この間、
現場状況を確認し要望は行ったのか。
　市長　市民憩いの場として、熊川
神社前地区は整備を行ってきた。跡
地内の分水は毎年８月に市民見学会
が開かれ、昨年度は都市建設部職員
も参加した。その時期以外の状況確
認は、市はフェンス越しに随時行う
ことしかできない。今後は、所有者

である東京都に管理を要望していく。

▲熊川分水たんけん隊

音楽のまちづくりの取り組みと成果について
清水 義朋 議員

　質問　本年３月に第４回「児童・
生徒による音楽のまちづくりコン
サート」が開催されたが、音楽のま
ちづくりのこれまでの取り組みと成
果について伺いたい。
　教育長　市内の各学校は、福生市
の表彰式や諸行事で演奏活動を行う
など、地域活動に積極的に貢献して
いる。また、市内の中学校が東京都
や東日本のコンクールで金賞を獲得

するなどの成果も上げている。

▲児童・生徒による音楽のまちづくりコンサート

今後の在宅医療・介護・療養等の重要性について
柳川 英司 議員

　質問　少子高齢化が進み、医療資
源も限られる中、今後の福生市の医
療体制として、在宅医療・介護・療
養等の重要性について伺いたい。
　市長　社会保障制度国民会議の報
告書は、医療の機能分化、病院・施
設から地域・在宅へという流れの構
築が重要だと述べている。国の社会
保障もこの流れで進むと思われ、福
生市の在宅医療・在宅療養の重要性

も一層増加すると考える。

いじめの未然防止、早期発見について
武藤 政義 議員

　質問　市内各校のいじめ撲滅実行
計画が公表されているが、いじめの
未然防止、早期発見についての具体
的な対応策について伺いたい。
　教育長　職員が休み時間等に各学
年のフロアで、児童・生徒と語り合
い触れ合う場を意図的につくり出す
など、教職員が連携して子どもとか
かわる機会を増やし、得た情報を共
有することで、いじめの未然防止、

早期発見につなげている。

中学校給食を検討するにあたってのポイントは
末次 和夫 議員

　質問　中学校給食の実施の採否を
検討する際の判断基準となるポイン
トをどのように考えているか。
　教育長　ランチルームの複数メ
ニューの選択制による生徒の嗜好性
の状況や、弁当併用ランチルーム方
式による各生徒の昼食の喫食状況な
どの検証を行うことや、中学校給食
の実施による社交性や協働の精神の
涵養、健全な食生活や健康の保持増

進等の効用等がポイントとなる。

犯罪行為である落書きが増えている現状を憂える
岩﨑 百合子 議員

　質問　市内に落書きが増え、まち
の美観を台なしにしている現状をど
う考えるか。
　市長　落書きは、犯罪行為であり、
まちの美観を損ね、市民や訪れる
方々に不快な思いをさせる。市は落
書き防止の啓発活動を行っており、
また、福生警察署はパトロール等の
予防を行い、警告看板を被害の多い
地域から順次設置している。 ▲落書き防止の啓発看板

福生駅西口のまちづくりをどう進めるのか
大野 聰 議員

　質問　福生市の表玄関である駅西
口周辺の開発整備について、市長は
どのように取り組んでいくのか。
　市長　平成24年に都市計画マス
タープランを改定し、西口は中心拠
点として高度利用を図り、複合的土
地利用、空間形成を目指すとした。
民有地内の整備には地権者、地元住
民の主体的推進が必要であり、市は
住民説明会の開催、周辺道路や広場

の整備など積極的に取り組んでいく。

▲福生駅西口駅前の様子

市の結んだ地域包括連係協定の中身を伺う
田村 正秋 議員

　質問　コンビニエンスストアと結
んだ協定はどんな内容を持つのか。
　市長　高齢社会を背景とした地域
密着サービスの実施は、自治体、コ
ンビニエンス業界双方にメリットが
ある。今回の協定は、開発商品が市
のお土産ブランドに認定されたこと
をきっかけに、まず観光振興の分野
で締結した。各店舗に市の観光コー
ナーを設け、名産品の開発や販売、

観光情報発信から始めている。

▲地域包括協定の締結式

学校体育館等の非構造部材耐震化は進んだか
五十嵐 みさ 議員

　質問　東日本大震災を受け、小・
中学校施設の天井材、照明器具、内
外装材等の非構造部材耐震化を緊急
要望した。市はどう取り組んだか。
　教育長　市内小中学校の非構造部
材の調査委託を予算化している。建
築基準法施行令の改正や文部科学省
の手引きが示されたので早急に調査
を開始し、26年２月を目途に結果を
取りまとめ、住民の避難所としての

役割も考え迅速に対策を検討したい。 

▲災害時の避難所としての役割も重要な市内小学校

公共施設などの照明のＬＥＤ化推進を
青海 俊伯 議員

　質問　公共施設の照明ＬＥＤ化を、
環境行政の立場から共通仕様書を作
成し所管の別なく進めてはどうか。
　生活環境部長　大館市のＬＥＤ化
共通仕様書は庁内の地産地消検討プ
ロジェクトチームにも参考として示
し、よい点を福生市の行政にも反映
させていきたい。また、ＬＥＤ化効
果を比較できるよう、各導入施設に
ついて測定を進めていく考えだ。 ▲全ての照明がＬＥＤ化となったわかぎり会館

福生市の祭りについての市の考え方は
串田 金八 議員

　質問　福生市では１年を通してさ
まざまな祭りが行われている。この
ような祭りやイベントは福生市の貴
重な観光資源であると考えているが、
市の考え方を伺いたい。
　市長　祭りを含めた多様な行事は
貴重な観光資源であり、現在、シ
ティセールス推進課が効果的に情報
発信している。これにより市のイ
メージアップにつながり、多くの交

流人口が期待できると考えている。

「くるみる ふっさ」の現事務所の場所について
大野 悦子 議員

　質問　本来、観光案内所は駅に降
り立ってすぐに立ち寄れるところに
あるものではないか。以前の場所の
ほうがよかったとの声も聞かれる。
　市長　観光案内のみならず、カー
シェアリング等の先進的な事業の実
証実験も同時に行う拠点としてある
程度の広さが必要なことから、移転
した。今後、ホームページ等での事
業広報、周知、駅からの誘導、案内

サインの設置などに取り組みたい。

安全・安心まちづくりのための防犯カメラの設置について
堀 雄一朗 議員

　質問　市川市や羽村市のように、
街頭に防犯カメラを設置する自治体
も増えている。平成22年第３回定例
会では公園等への設置を検討すると
の答弁もいただいているが、その後
の進捗状況を伺いたい。
　市長　犯罪の未然防止の観点から
防犯カメラの設置を検討しているが、
公園等の新設・改修時に防犯カメラ
設置について検討し、必要性が認め

られた場所には設置を進めたい。

国民健康保険税の値上げがさらなる滞納を招くのではないか
池田 公三 議員

　質問　国民健康保険税課税世帯の
内、年間所得200万円以下の低所得
世帯が82％も占めている。平成24年
度滞納額の大部分がこの世帯層によ
る滞納である。平成25年度の値上げ
は、「払いたくても払えない」滞納
者と生活困窮者を増やし、それが新
たな値上げへの悪循環になる。
　市民部長　平成22年度の国保税率
の改定にあわせて、地方税法に規定

する最大限の軽減措置を実施した。

▲国民健康保険被保険者証（見本）

子宮頸がん予防ワクチンの接種について
阿南 育子 議員

　質問　今年度の接種者数は何人か。
また、６月以降の動きを伺いたい。
　市長　４月から７月までの接種者
数は、初回接種者48人、２回目以降
40人で、延べ88人となっている。６
月14日に厚生労働省から積極的な勧
奨をすべきでない旨の勧告が出され、
市もホームページで、当該ワクチン
の接種を積極的には勧めず、有効性
とリスクを理解した上で接種してほ

しい旨、掲出している。

▲市ホームページによる子宮頸がん予防ワクチン接種についての案内

オスプレイの配備等を許さぬことへの対処は
奥富 喜一 議員

　質問　墜落・炎上の危険が高いオ
スプレイの飛来、訓練飛行も配備も
許せない。どう対処する考えか。
　市長　防衛省北関東防衛局から、
ＭＶオスプレイの飛来、訓練の情報
提供はない。ＣＶオスプレイの日本
配備について米国での決定もない。
　企画財政部長　５市１町で構成の
横田基地周辺市町基地対策連絡会よ
り、横田基地に配備検討の撤回を求

める要請書を外務大臣等へ送付した。

▲横田基地（第 5ゲート付近）

本市のがん検診の概要と現状について
原田 剛 議員

　質問　胃がんの発生原因の一つが
ピロリ菌であると政府は認めたが本
市の胃がん検診の状況とピロリ菌検
査の胃がんハイリスク検診を取り入
れることができないか伺いたい。
　市長　胃がん検診は、35歳以上の
市民を対象に、バリウム投与による
X線間接投影方法で行っている。25
年度の実施回数は８回で、広報にて
募集している。胃がんハイリスク検

診は、他市の状況を注意深く調べる。

▲犯罪抑止のため設置されている防犯カメラ

▲まちなかおもてなしステーション「くるみる ふっさ」

▲今年も盛況の七夕まつり

　平成25年第4回定例会は、12月3日㈫から12月20日㈮までを予定してい
ます。
◆本会議（予定）午前10時開会
　12月3日㈫～12月6日㈮及び12月20日㈮
◆常任委員会（予定）午前10時開会
　12月10日㈫～12月12日㈭

　本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　傍聴の受付は会議の当日、市役所第2棟3階の議会事務局で行います。

次回定例会のお知らせ

市議会を傍聴しませんか




